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本日のプログラム
１．点　　　　　　　鐘

２．「それでこそロータリー」

３．会　長　の　時　間

４．幹　 事　 報 　告

５．ゲ　ス　ト　卓　話

６．点　　　　　　　鐘

第 908 回の記録　　　　 平成 17 年 11 月 30 日

★　会長の時間　　　　　　　会長　岩切正司 君
　
　四つのテスト」(The Four－Way Test)

ロータリアンの道徳的指標。人生のあらゆる面で適
用すべきであるが、特に事業生活、職業生活の面で
活用することがふさわしいとされる。このテストの
提唱者は1954－1955年度ＲＩ会長故ハーバート Ｊ．
ティラー (米国 )。 氏は倒産寸前の会社再建を託さ
れ、この「四つのテスト」を使って見事に成功した。
1946年に版権をＲＩに移譲。 

四つのテスト 
　　言行はこれに照らしてから 

　　　　１)　真実かどうか 
　　　　２)　みんなに公平か 
　　　　３)　好意と友情を深めるか 
　　　　４)　みんなのためになるかどうか

★　幹事報告　　　　　　　　　　　柳田光寛 君
例会変更通知
宮崎西ＲＣ・・・ 12 月 16 日、年末家族会
　　　　　　　　18 時より、「クチナ・ドリーバ」
　　　　　　　　12 月 30 日、年末特別休会
宮崎南ＲＣ・・・ 12 月 1９日、年末家族会
　　　　　　　　18 時 30 分より「プラザ・宮崎」
　　　　　　　　12 月 26 日、年末特別休会
○　地区大会における記念講演・特別講演ＤＶＤ・
　　ＣＤの販売案内が来ておりますが、特別講演の
　　ＣＤを申し込みたいと思っています。
○　国際ロータリー 100 周年公式記念メダルの案内
　　が届いてます、内容は配布のパンフレットの通
　　りです。締め切りは 12 月 31 日です。
○　東日観光株式会社より来年の国際ロータリー年
　　次大会のツアー案内が来ております、場所はデ
　　ンマークのコペンハーゲンです。　　

ゲスト卓話　グニマラ・デヴィ・イレングバム さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　（米山奨学生）
日本で過ごした 2年間
　こんにちは！私は日本にきて 2年が経ちました。
　今日はその 2年間の経験を発表したいと思います。
　よろしくお願いします
　インドの私の実家はインパールで、第二次世界大
会で日本や日本の人たちに一番影響された所です。
だから小さいときから日本に興味を持っていました。
　ちょうど３年前、主人が日本にくることになって、
ぜひ行ってみたいと思いました。それに主人から日
本の経験と生活の話を聞いて、一日でも早く行きた
いと思いました。そのときインドでまだ修士課程で
勉強していました。修士課程を卒業してから、博士
課程に興味を持っていました。修士課程を卒業して、
すぐに結婚して日本に来ることになりました。
　2003年10月に東京に着陸した時、子供の時からの
夢が現実になりました。　最初の３ヶ月間に宮崎を
観光して、宮崎は魅力的な場所だと思いました。
　　　　　　　　　　・・・・・　　　　裏へ続く
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　最初の３ヶ月間に宮崎を観光して、宮崎は魅力的な場所だと思いました。その後宮崎大学の水産学
科の境先生の研究を紹介してもらった時、すごく感動しました。酒井先生のおかげで2004年から博士
課程に入ることができました。
　最初の１年間は、主人の奨学金だけで生活が大変厳しかったです。だけど今年から皆さんのおかげ
で、米山奨学金を貰うことができて本当にありがとうございます。
　今から私の研究内容を少し紹介したいと思います。私の研究は魚の病気と関係
があります。魚では菌やウィルスでいろいろな病気がでてきます。私は今までコ
イヘルペスとサケマス類IHNVウィルス症の遺伝子による早期診断を確立しました。
この方法は 1時間で KHVとINHVの有無を診断できます。水産養殖において病原菌の
早期発見ができるならば、養殖魚介類の早い処置ができ、それで魚の斃死を減少
させることができます。
　今から私の日本の生活に関してはなします。日本で初めて見た街は東京でした。
日本全体は東京みたいな都会と思って少し心配しました。なぜならば私の実家は、そんなに大きな街
ではありません。でも宮崎にきてから、こんなに静かで安全で、しかもきれいなところですごく安心
しました。宮崎での生活で最も安心したのは、仲良くなってくれた宮崎の日本人の友達です。最初に
日本語はとても難しくて心配がありました。今もあまりできないですが、友達や先生、研究室の方々
が結構優しくてよく協力してくれます。
　もうひとつ大変なことが「おはし」の生活でした。いろんな方と食事をしながら段々慣れてきまし
た。留学するとき一番心配なのは食べ物のことです。けれど私の場合その心配がありませんでした。
なぜなら宮崎では、私の街の食べ物と似ているものが多くありました。スーパーマーケットで納豆や
餃子をみてすごくうれしかったです。納豆は私の実家の大好物です。もうひとつ面白いことは、豆腐
を見たときチーズだと思って、日本人は本当にこんなに一杯チーズを毎日食べるかなと思いました。
でも友達と確認して、一回食べてみたら美味しくて、今では大体毎日食べています。
　日本で一番感動したのは、街がきれいなところです。二番目は。夜でもとても安全であることです。
宮崎で私は一番好きなところは鵜戸神宮です。宮崎のいろいろな所を見て、日本のいろんな所に興味
を持ちました。今では大阪、神戸、広島、と沖縄へ行く機会がありました。大阪で一番気に入ったと
ころは大阪城でした。知覧の平和記念館、広島の原爆ドームと平和記念館をみてよく勉強になりまし
た。五ヶ瀬でたくさんの雪を見てすごくワクワクしました。沖縄は日本の他の所と違ってかなりイン
ドに似て楽しかったです。
　今までの２年間はいろんな出来事が
ありました。これからも良い博士論文
を作って、日本の文化をもっと勉強し
て、いっぱい友達を作って帰りたいと
思います。佐土原クラブの皆さんのお
かげでいろんな経験を楽しめることが
できました。これからもよろしくお願
いします。
　これで私の発表を終わりたいと思い
ます。今日は発表させて頂き本当にあ
りがとうございました。

１．真実かどうか　　　　　　　３．好意と友情を深めるか

２．みんなに公平か　　　　　　４．みんなのためになるかどうか
■　四つのテスト

　　　　出席状況　第 905 回　平成 17 年 11 月 2 日
会 員 数　　　29 名　　　　　　欠 席 者 数　　  9 名
出席者数　　　23 名　　　　　　メークアップ　　　2名
出 席 率　　　79.3 ％　　　　　修正出席率　 　86.2 ％

 

 

今年入会された会員の住所です。　　　　永野陽子君・佐土原町下田島 20061-3　〒880-0211
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外山　与君・宮崎市島之内 3912-1　〒880-0121
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷口幸子君・佐土原町上田島 1796　〒880-0301


